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カンゾウの新品種育成について
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１．はじめに
マメ科の多年草、カンゾウ属、ウラルカンゾウ

（Glycyrrhiza uralensis Fisch.、図１）およびスペ
インカンゾウ（G. glabra L.）の乾燥した根およ
びストロン（地下茎）は、生薬「甘草（図２）」と
して第十六改正日本薬局方に収載され、漢方薬（葛
根湯、芍薬甘草湯、抑肝散等）の原料として用い
られている。「甘草」はグリチルリチン酸（トリテ
ルペンサポニン）やリクイリチン（フラボノイド）
等の活性成分を含み、一般用漢方製剤において約
70％に処方される最も汎用度が高い生薬である。
また、上記２種および G. inflata Batal.の抽出物
が医薬品、化粧品の原料として利用される他、グ
リチルリチン酸がショ糖の約200倍の甘さを持つ
ことから、食品添加物として広く利用されてい
る1)。さらに、北アメリカやヨーロッパではお菓
子として古くから親しまれている。

ウラルカンゾウは中国（東北、華北、西北）、モ
ンゴル、ロシア、中央アジア等に、スペインカン
ゾウはエジプト、スペイン、イタリア、トルコ、
イラン、イラク、中央アジア、中国（西北）等に
自生しており2)、紀元前1550年頃の古代エジプト
の医学書「エーベルス・パピルス」や3)、中国最古
の薬物書「神農本草経」にも記されている4)。日
本では756年に光明皇太后により正倉院に献納さ
れたのをはじめ、「薬種寄付状、1525年」には甲州
で栽培されていたことが記述されている5)。

２．資源の供給
現在、国内における商業生産は無く、海外から

の輸入にすべて依存している6)。生薬として国内
流通するのは、「東北甘草（内蒙古自治区東部、東
北地域産）、図２」や「西北甘草（内蒙古自治区西
部、西北地域産）」等の中国産が中心で、主に野生

のウラルカンゾウの根に由来する7)。ただし、近
年中国では、乱獲により急激に資源が減少し、環
境破壊や砂漠化が助長されることから、2000年６
月14日付の国務院通達「濫掘の禁止（採集許可制
度）」をはじめとして、野生資源の採取を厳しく制
限し、栽培化を奨励している8)。しかし、中国の
栽培品では日本薬局方の規格に適合するものが少
なく、生薬としては日本国内でほとんど流通して
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図１ ウラルカンゾウの形態について

図２ 生薬「甘草」



いない7)。また、1990年代から日本の製薬会社が
グリチルリチン酸の抽出原料としてオーストラリ
アでスペインカンゾウの栽培を開始し、年間
100～300t を生産していたが9)、干ばつが原因で
現在は生産を中止している。このような背景か
ら、カンゾウの持続的供給を目指した栽培体系の
確立が強く望まれる。

３．栽培および品質について
カンゾウは通常３年以上の栽培期間を要し、繁

殖には種子もしくはストロンを用いる（図３）。
種子繁殖は省力的であるが、遺伝的に固定された
品種がない現状では変異が大きく、収量や品質が
不安定である。一方、ストロン繁殖では、苗の作
成や定植に労力を要するが、無性繁殖であること
から収量や品質が比較的安定している。種子繁殖
で は 株 間 10～20cm、畝 幅 60cm で 10a 当 り
400～500g を播種する。なお、種子は乾燥すると
硬実性があるが、家庭用精米機等（胚芽米レベル）
で硬実打破処理すると硫酸処理と同等の高い発芽
率（80％以上）が簡易に得られる10)。ストロン繁
殖では、２芽以上入るよう10～20cm に切断し、
深さ５ cm、株間20～50cm、畝幅60～80cm で定
植する。播種および定植は５月上旬～中旬（北海
道）に 行 う。基 肥 と し て 10a 当 り 堆 肥
500～1000kg、苦土石灰60～100kg を施用。２年
目萌芽直後に10a 当たり窒素６～８ kg、燐酸５～
７ kg、加里８～12kg、苦土石灰60～100kg、３年
目萌芽直後に10a 当たり窒素10～15kg、燐酸
12～18kg、加里15～20kg、苦土石灰100kg の追肥
を行い中耕する2)。中耕・除草は適宜行なう。

生態的特徴としては、半乾燥地、貧栄養、アルカ
リ土壌11)および塩類集積土壌といった極めて過酷
な環境下でも自生し、気温が約50℃の高温12)、土
壌凍結の深さが80cm 以上12)、土壌溶液の電気伝
導度（EC）が25mS/cm 以上の高塩濃度土壌13)で
も生育が可能であることから、高いストレス耐性を
持つ。過酷な環境下で自生するが、砂土や火山灰
土壌でも良好な生育を示し、生育適応土壌の範囲
は広い。主根が地中深く伸長するため、膨軟で通
気性・排水性が良好な土壌に適する2,14)。

播種またはストロン定植後３年目の落葉時（９
月下旬～10月上旬）に地上部を刈り取る。根とス
トロンを収穫後、それらを切断・分離し、水洗後
に天日乾燥する。ウラルカンゾウ実生３年生にお
ける10a 当りの乾物収量はストロン300～500kg、
根300～400kg である。

生薬としては、第16改正日本薬局方においてグ
リチルリチン酸2.5％以上、灰分7.0％以下、酸不
溶性灰分2.0％以下、希エタノールエキス25％以
上と規定される。図４に示すように栽培日数に
伴ってグリチルリチン酸含量が直線的に増加する
が、３年目以降では２％前後で頭打ちとなる15)。
また、一次根よりも二次根16)、主根よりも分枝
根17)、主根よりもストロンから発生した不定
根18)、根またはストロンの基部よりも先端に近い
部位19,20)の含量がそれぞれ高くなる。

４．ウラルカンゾウの品種育成
ウラルカンゾウの栽培品は年数を経てもグリチ

ルリチン酸含量が野生品よりも顕著に低く、日本
薬局方の規定値2.5％を安定的に満たさないこと

（図４）が栽培化を阻む大きな
問題点となっている。このこと
から、国内における圃場栽培に
よってもグリチルリチン酸含量
が規定値2.5% を安定的に満た
すウラルカンゾウの品種の育成
が急務である。当センターで
は、北海道医療大学および株式
会社栃本天海堂との共同研究
で、グリチルリチン酸高含有系
統の育成を試みている。2008年
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ストロン苗 種子
図３ カンゾウの繁殖様式について



に実生から圃場栽培した５年生株を約600個体収
穫し、生育等を指標として100個体を選抜後、グリ
チルリチン酸含量を測定した。その結果、個体（以
後、系統）間でグリチルリチン酸含量に大きな変
異(0.46～4.67％、平均2.11％)が認められ21)、グ
リチルリチン酸含量が3.2～4.6％であった６系統
を第１次選抜し、特許出願（特開2011-50273）を
行った。次に、この６系統およびその他比較系統
の栄養繁殖３年目株について、グリチルリチン酸
含量の形質再現性を評価した結果、親株と栄養系
の間に強い正の相関関係（r=0.903、p ＜0.001、
n=60）が認められたことから、異なる条件下でも
本形質の再現性が高いことが判明した22)。また、
栄養系の根重およびグリチルリチン酸含量が最も
高かった系統 No.10（3.42±0.27％、n=6）、親株
および栄養系ともに根重およびグリチルリチン酸
含量が安定的に高かった系統 No.70（3.19±0.
63％、n=5）を第２次選抜系統とした。この２系
統については現在品種登録準備中である。また、
尾崎らは筒栽培において、根重とグリチルリチン
酸含量がともに高水準な系統を育成している18)。

５．おわりに
このように、栄養繁殖については国内での実生

産を可能とする品種の整備が進みつつある。収量
および品質の安定性から、現状では栄養繁殖が現
実的と思われる。しかし、従来のストロン繁殖の
みでは増殖に多大な時間を要することから、種苗
供給が生産規模拡大の律速となる。このことか
ら、効率的な種苗増殖体系の確立に現在取り組ん
でいる。また、繁殖効率、栽培にかかる作業効率
および植物体の環境適応性を考慮すると種子繁殖
が望ましく、将来的にはそれを可能とする品種の
育成が望まれる。
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図４ 生育期間と主根のグリチルリチン酸含量の関係．
異なるアルファベット間に５％水準で有意差あり
（Tukey-Kramer の HSD検定）。ウラルカンゾウの実生
繁殖株を調査対象とした。
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